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【 投薬 】 

 

２３５ 躁病に対するゾルピデム酒石酸塩の算定について 

 

《令和６年７月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

不眠症の傷病名がない、躁病に対するゾルピデム酒石酸塩（マイスリー錠等）

の算定は、原則として認められない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

躁病は、高揚した開放的で易怒的な気分が 1 週間以上持続するとともに、目

標指向的な活動または気力が持続的に増加し、睡眠欲求の減少や自尊心の高

まり等の症状を有する。 

ゾルピデム酒石酸塩（マイスリー錠）の添付文書の効能・効果は「不眠症（統

合失調症及び躁うつ病に伴う不眠症は除く）」であり、躁病の上記症状に対す

る有用性は低いと考えられる。 

以上のことから、不眠症の傷病名がない、躁病に対するゾルピデム酒石酸塩

（マイスリー錠等）の算定は、原則として認められないと判断した。 
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